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◎かぼちゃランタンづくりについて 

【活動報告】 

  4 月 19 日に農業高校で、高校の生徒と計根別幼稚園の児童と一緒にカボチャの種植

えを行った。植えた苗はその後発芽して、順調に成長している。 

【生育状況】 

  カボチャの葉っぱが４～５枚出たときが植え時と言われているが、現状３枚出てい

るので、あと２～３週間で植え付け時期になるかと思う。 

【今後の予定】 

・圃場予定地は正美公園の向かいにある土地を使わせてもらう予定。 

・今後発生する作業は、草取りや収穫、加工など。また、長雨等によってカボチャが変

色したり割れてしまうなどの問題も考えられることから、ある程度育った段階でトレ

ーを敷いて、均一に色をつくように転がすなどの作業が必要になるかもしれない。手

作業で、かなり大変な作業になるので、人員の確報が必要。 

 ・当初パオパオ（トンネル）を被せる話もあったが、相談した中でマルチか、もしく

は自然な状態でいくのかという話にもなっていて、予算の関係も踏まえて検討中。

また、圃場予定地を変更したことで、シカの問題も発生している。電気牧柵の使用

も考えられる。 

・今後の作業の検討や資金繰りについて、直近でカボチャ実行委員会を開いて話す必 

要がある。 

 

◎計根別の魅力聞き取り調査について 

【企画概要】 

計根別地区の歴史を知る人から話を聞きたいということから企画。農業高校のボラン

ティア部がお年寄りの自宅訪問を行っているので、一緒にできればと考えている。 

【今後の予定】 

・篠田先生に連絡し、検討して先生から生徒に卸して実行という形になる。 

・日程を早めに決めたい。部活の予定では、７月の上旬にお年寄りの家を回っている。 

・聞きに行く先はどうするのか。以前の会議で色々な名前が挙げられたが、正確に把握

はできていない。決まったら先生に連絡する。 

・谷川さんが計根別農協で記念誌を作っていて、そういった古い題材を調べている。上

標津にいる元参事のトミタさんも計根別の歴史について調べていて、資料を集めてい

る。２期構成になっていて１期はすでにできている。開拓のころの話など。その基礎

知識をもってから話を聞いたほうがいいと思う。教えてもらえるかわからないが、谷

川さんと富田さんに話を聞いたほうがいい。 

 

◎沿道景観調査について 

【企画概要】 

 農業地域の沿道景観調査として写真を撮る目的として、中標津では入植以来農業景観

【第２回みんなのなかしべつプロジェクト会議 開催報告】 
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◇出席者：２０名 
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を作り上げているのでそれを記録したいのと、新しい生活のニーズとして携帯電話の基

地局や道路・宣伝の看板、最近だとソーラーパネルなどができてきているので、農業景

観とどうやって共存していくのかという資料作りと調査ということで行っている。 

【調査実績】 

昨年度から調査を行っていて、E-Photo Club という写真を撮る活動団体から協力を

得て、４コース撮影した。そこで写真は撮れるが、その林にどんな役割があるかなど、 

なにを撮っているかがわからないという課題が浮上した。E-Photo Club の撮影技術と、

景観の読み方を教えてくれる人が必要だと考えた。去年は北 11 号、北 14 号、24 線と

39 線を撮った。 

【調査方法】 

撮影記録の仕方については E-Photo Club でマニュアルを作成してもらった。ＧＰＳ

で撮影位置を記録。観光バスの高さを確保して撮影してもらう。45 度ずつずらして 8

枚撮影。今回は計根別のエリアもぜひ撮らせていただきたい。 

【今後の予定】 

6 月中にコースを決めたい。チームになってくれる人をずっと募集している。7～8

月でメンバーを決めて、9 月下旬から 10 月で撮影したい。武佐岳がよく見える日が多

いのでこの時期になっている。 

 

◎景観学習について 

【企画概要】 

格子状防風林と河畔林、その２つの林の役割について話す。その２つの真ん中にある

農地にどのように風が流れるか、これらが一体となって中標津の農業地域の景観になっ

ているというワークショップを行っている。 

一昨年に計根別学園で行い、今年は３つの学校で行う予定。中標津小学校、東小学校、

計根別学園の順で行う。一緒に景観学習できる方がいれば参加してほしい。 

模型を配ったり、作るサポートをしてあげられる大人が１グループに１人欲しいので、

手伝っていただける方を募集中。 

 

◎計根別フォーラムについて 

日付について、候補日１１月２３日か２４日は以前の話し合いで決めた。本当にここ

でいいのか今日の話し合いで決めたかったが、計根別町内連合会に話を伺ったほうがい

いので、役場のほうから会長に話を聞いておく。 

 

◎色探しまち歩きについて 

【企画概要】 

  色探しまち歩きは今年の 2 月に行っていて、空港やバイパスなどを回ったが、移動

距離があったのでバスの中から建物の色を見てもらい、伝成館や空港で一旦降りても

らった。今回は季節が変わっての開催になるので、同じルートを回って季節の違いを

見るなども考えられる。 

計根別では 6 月 30 日の 13 時から 16 時で開催予定。30 名ほどの参加で考えている。

カラーデザイン研究室の外崎先生から色についての基礎知識をいただいて、その後まち

の中を歩いて色を探す。５グループくらいに分かれて、必ずここの色を測ってください

とあらかじめ決めていたポイントに向かって歩いてもらうというのを考えている。測色

するだけでなく、周りの景観と調和しているか、中標津の景観として自慢できるものか、
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というのも考えてもらう。 

【企画趣旨】 

 来年再来年の話ではないが、この企画で色のことについて勉強をして、自分で考えて、

まち並みにはこの色がこれくらいあるといいとか、なにかを建替えたりするときに、こ

ういう色だったら計根別らしいとか、そういう方向に最終的にはもっていきたい。 

【企画検討】 

・ルートについて見たほうが良い場所などがあれば教えてほしい。例えば市街地だ  

けでなく、農地に入って農家さんの家をチェックしたり、公園の遊具や計根別学園な

どが考えられる。 

・農高の先に加工センターがあるので、あのあたりから農高を通って、幼稚園や旧小  

学校あたりを通るなどのルートが考えられる。 

・前回中標津で行った際に来た最年少は、親子連れで小学 2 年生、個別参加で中学生  

だった。 

・中体連が重なっているので、子どもの参加は難しい。 

・収穫時期が始まっているところもあるので、農家さんの庭先は無理だと思う。また、

大型の機械が走り回っているので、郊外を歩くのも危険。 

・学園のある通りが一番計根別で新しい建物が経っている場所なので、歩くべきだと 

思う。農高の交差点を真っ直ぐ降りても町がすぐになくなってしまう。 

・参考として、農高の体育館改修の基本設計と実施設計を行うので、この取組によって

色の提案をするというのも面白いと思う。 

・計根別では、これから児童館や消防の分遣所などの建替えがある。 

・歩くコースやグループは参加人数によって決まる。１グループの最低人数は 3 人。  

必ず回ってもらいたいコースを 3 コース考えたい。 

・そもそも計根別には通りが 3 つしかない。南 2 条と北 1 条と大通りに分けて 3 ルー  

ト、大通りを両方からいって 4 ルートにしても、時間はそこまでかからない。育成部

で危険個所を調べるのに 2 班に分かれて行ったが、1 週するのに 2～3 時間程度だっ

た。 

・札幌の景観 70 色でも実際に使われる色というのは限られている。こういうのが使わ

れたらいいなくらいのもの考えられたらいいと思う。 

・いただいた意見を踏まえて、事務局でルートを作成する。興味のある方は参加して  

ほしい。 

・告知はチラシを新聞折り込みで配って参加者を募る。 

 

◎道外視察の報告について 

（本間） 

どの組織にもキーパーソンがいた。行政では部長さんがそうだったり、京都景観フォ

ーラムには、京都市景観まちづくりセンターの人がいたりと、民間にも行政にもキーパ

ーソンがいた。 

中標津では厳しいが、大学関係者が関わっている。京都市景観まちづくりセンターで

は、過去には大学院の人だけを雇っていて、今は厳しくなって大学にしたみたいな、レ

ベルの高い話をしていた。練馬区みどりのまちづくりセンターでも、大学の先生の方が

いた。 

これから中標津の景観整備機構として稼いでいくためには、そういう人が必要で、ま

た組み立ての上手な大学とか知識のある人が必要かなと思った。 
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伊豆市の塩見さんが、景観は人が作っていくと言っていた。塩見さんか、ほかの人か、

勉強会に来て勉強会で来ていただいて、みんなで一緒に話を聞いていろんな考え方を一

緒に考えていけたらと思った。そうすれば気づきが何倍にもなって、景観整備機構にま

すます加速していくんじゃないかと思った。 

（國分） 

去年まで地域雇用創造協議会をやっていて、今はその仕事が終わって、ガイドの仕事

を始める準備と、自然の映像を撮ったりする仕事の準備期間となっている。その活動が

景観につながるということで視察に誘ってもらった。 

綺麗な町が作られている地域はほかにもあるけど、団体として活動しているとこは日

本全国でも数が少ないということと、中標津はこれからかなり先進的な取り組みをする

のかなと思った 

伊豆では修善寺の活動から伊豆全体の活動に広がっているので、中標津でも活動が上

手くいって道東に広がっていけばと思った。 

活動を見て、団体としての活動していくのが難しいと思った。主となる人が必要だが、

設計士さんなら設計の仕事があって、それ以外で団体として活動に参加していたり、練

馬では区から委託されてそこから給料が出て、主として活動をしているとなっているが、

それを中標津に置き換えるとどんな人がどんな時間を使ってやっていくかというのが

難しい。キーマンが絶対必要だが、誰がやっていくかというのは、時間をかけて決めて

いかなければいけないかなと感じた。視察ではいいなというより、かなり難しいという

のが個人的な印象だった。 

 

◎次回の予定 

次回の計根別みんなかは 9 月 28 日（金）。 

その時には大体の事業が進んでいる。次回までにはフォーラムの日付が決まっていて、

一体なにを報告するのかという、中身を考える話し合いになると思う。 

 


